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はじめに
　こどもコミュニケーション研究所が主催する
「こどもコミュニケーションフォーラム」より
も規模は小さくなるが，少人数での濃いコミュ
ニケーションを期待して，こどもコミュニケー
ション学科の教員が講義を担当する「公開講座」
を2016年度より開始した。この事業の第1回か
ら第 3 回について，本稿で成果と課題を総括す
る。
【事業の趣旨・目的】
　近年，流山市では住環境の整備とともに子育
て世代の住民が増え，市民の子育て支援・保育・
教育への社会的関心が高まっている。子どもの
成長や発達についての理解や，子育て支援にか
かわるコミュニケーションなど専門的な知見が
市民の学びの場で求められている。そのことは
江戸川大学が流山市から委託されて実施してい
る「子育て支援員研修制度」の講習講師などを
行っていても強く感じることである。
　公開講座では，「子どもの発達や保育・教育」
に関する最前線の研究者（大学教員）を講師と
して，研究・実践活動を紹介することにより，
地域の子どもの保育・福祉・教育活動や子育て
支援の充実・発展に資することを目的とする。
【会場】流山市生涯学習センター　研修室　
【参加対象・人数】保育教育関係者，社会教育団
体関係者，一般市民　　約 60 人程度
【募集方法】事前申し込みの先着順　参加費無料
講座の1週間前まで（2回分という申込みも可）
一時預かり保育（2 才〜6 才，6 名まで）あり
【名称】江戸川大学こどもコミュニケーション研
究所　公開講座
【メインテーマ】子ども・子育て・コミュニケー
ション
（1）2016年度前期　第1回公開講座について
8 月 21 日（日）12 時 30 分〜14 時 30 分
①1時間目　子どもの発達・大人の発達　
講師：大塚紫乃，専門：発達心理学
内容紹介：子どもから大人まで生涯に渡る発
達を知ることで，子どもも大人もよりよく生
きるヒントが得られます。
②2時間目　わらべうたで遊ぶ　
講師：猶原和子，専門：音楽教育
内容紹介：一人で，親子で，みんなで遊べる
わらべうた遊びはたくさんあります。聴いて
楽しみ，声をあわせて楽しみましょう。
　第 1 回講座の参加者は 26 名であった。
【参加者アンケートより感想や意見】
・地域の方々と一緒に研修を受けられてとても
嬉しく思いました。子育て中の保護者の声や
多数の方々と交流がもてて，とても良かった
と思います。
・猶原先生のお話とても楽しかったです。大人
が楽しむことがまず大事とおっしゃっている
点はとても共感します。音楽以外でも遊ぶこ
とを大人が心から楽しむと自然と子どもたち
も心から楽しんでいくのが分かります。
・ついつい成長をせかしすぎて少しお兄ちゃん
に無理をさせていた自分を反省できました。
いつも子どもの応援団でニコニコ面白がりな
がら子育てを楽しんでいきたいな，いけたら
なと思いました。
・心理学は，自分お仕事の仕方の根拠づけにな
るし，ためになりました。音楽は，子どもを
連れてきて一緒に楽しみたかったと思うほど，
楽しめました。幼児教育でこんな風に学べた
ら子どもは（私も！）幸せだと思いました。
・原因論・目的論の 2 つの側面を具体的に知る
ことで，今まで分かっているけれどと言う部
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分がはっきりしたように思います。私はピア
ノという媒体を通して子どもを育てる立場で
すが，一人ずつの成長が同じピアノを通して
でも様々で，その子の“やりたい””楽しい”
と言う気持ちを育てることが何より大切だと
思います。ですが，時に親御さんの気持ちあ
りきのお子様を見ているとその興味を私自身
の力で「子どもの気持ち」として“やりたい”
となるまで育てることの難しさを感じます。
そこが今回感じていることです。子どもには
音を通して触れ合うことで成長する純粋な力
があると感じます。
・分かりやすく心理学（こども）を学ぶことが
できました。音楽については大人でも楽しく
できました。
・①目的論の考え方は今までの自分の中にはな
い考え方だったので，今後の子育てに活かし
て生きたいです。②は本当に楽しかったです。
何気ないことが子どもには大切だと分かりま
した。
・トーンチャイムを使った遊び，わらべ歌，身
体を使った遊び等，楽しめてよかったと思う。
孫たちとやってみたいと思う。
・原因論と目的論は頭では理解できますが，実
際親にアドバイスをする場合難しいです。で
も目的論の考え方をして相談者に向かいたい
と思いました。
・音楽勉強になりました。大人も楽しむという
ところ，とても共感します。
・心理学のお話は事例等もう少し織り交ぜなが
らお話いただけるとありがたかったです。音
楽の新しい楽しみ方を知ることができました，
早速育児・仕事に活かしたいです。
・今日のお話を参考にして，子どもを支えなが
ら子育てをしたいと思います。
・今の子どもたちは幼い頃から大人の価値観に
合わせて生きているように感じています。そ
んな子どもたちに子ども時代に必要なことをど
のような形で体験させて上げられるか日々悩
んでいました。いろいろヒントを頂きました。
・心理学では自分の考え方を振り返る良い機会
と成りました。「なぜ叱る・褒めるではないか」
という点については自分の仕事の場面を重ね
合わせてもう一度ゆっくり考えてみたいと思
います。体丸ごとで音楽を味わおうでは，先生
の心から音を楽しむ気持ちがとても伝わって
きて，自分も楽しい時間が過ごせました（あ
と1時間くらい長くても良かったかも）。わら
べ歌をもっと知りたいと思っています。
【参加者からの要望】
・次回もぜひ生涯学習センターで行って欲しい
です。
・初めての試みということで，今後とも公開講座
を開催して下さることを希望します。場所に
ついてはやはり駐車場の確保は重要かと思い
ます。休日の講座は仕事を持っている方には
とても良いと思います。その場合，他でやっ
ておられる子ども対象のサイエンス講座と抱
き合わせだと親も勉強，子どもも勉強ができ
てよいと常日頃から考えています。子どもを留
守番に置いてこないといけない時があるので。
・保育つきの講義で助かりました。そして子ど
もも楽しめる内容で嬉しかったです。にぎや
かでごめんなさい。
・仕事（子育て）をしながらこういった子育ての
勉強や保育の勉強や資格取得ができたらいい
なと思っています。今日は来て良かったです。
・こういう時（例）はこのように対応がひとつ
としてあるという具体例があるととても参考
になります。講座についてもっと認知される
よう動くことが子育て中の母親方の 1 人ずつ
のパワーとなり，世界が広がっていくと思っ
ています。素敵な音楽体験で，終わる頃に心
がスーッと透明になり，静けさを感じました。
トーンチャイムやオルゴール，うちの教室に
も導入したいです。素敵な響き！自己と他者
の違いを心で感じるのに音楽の力は（小さい
頃からの音楽体験）とても大切だと改めて思
いました。
・何度かに分けてもっと深く学びたいです。場
所はいろんな交通手段（車，電車など）が使
えるところが助かります。
・偶然知った公開講座でした。できることなら
保育園幼稚園等にもっとPRして欲しい。知
らない人多いと思います。
・実技②がとても楽しかったです。今回は子ど
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もと参加できなかったので，子どもと一緒に
参加できる実技②のような講座を開いて欲し
いです。とても勉強になりました。今後もぜ
ひ参加したいです。ありがとうございました。
駅から近いので，生涯学習センターのほうが
参加しやすいです。
・連続講座でつづけていただけたらと思います。
また参加したいと思いました。ぜひよろしく
お願いします。
・無料でこんなに充実した内容にびっくりです！
・会場はこのような生涯学習センターのような
施設だと助かります。
・土日だと仕事してても参加できてよい。母親
の心理学（アンガーマネージメント等）も知
りたい。
・“こどもたちの集団遊び”について。最近 1〜
3 人で遊ぶ子どもたちが増えているように感
じています。
・今後もこのような企画がありましたら，参加
したいです。
（2）2016年度後期　第2回公開講座について
3 月 26 日（日）　12 時 30 分〜14 時 30 分
①	1時間目：子育てに「もう遅い」はありませ
ん～どの子も伸びる共有型しつけのススメ
講師：内田伸子，専門：発達心理学
対応テキスト：内田伸子著『子育てに「もう
遅い」はありません』冨山房，受講者にはご
希望あれば特別割引で 1000 円で販売。　
②2時間目　「絵本に親しむ」　
講師：浅川陽子，専門：児童教育，絵本学
内容紹介：絵本は，勇気や平和など目には見
えない大切なことを秘めている表現ジャンル
です。大人だからこそ，絵本を読んで心に潤
いと生きる力を！
　第2回講座参加者はおとな29名，抱っこの赤
ちゃん 2 名。
【公開講座の報告】朝から肌寒い雨が降る日曜日
だったが，約30名の熱心な市民の方々の参加が
あり，研修室はあたたかい空気に包まれた。
　まず，江戸川大学こどもコミュニケーション
研究所顧問の内田伸子先生（お茶の水女子大学
名誉教授）『子育てに「もう遅い」はありません
〜どの子も伸びる共有型しつけのススメ』では，
女の子と男の子の性差と脳の発達の違いなど最
新の知見を基にわかりやすくお話いただいた。
　次に江戸川大学こどもコミュニケーション研
究所長の浅川陽子による「大人だからこそ絵本
を！」心に残るいろいろな絵本の紹介に「娘へ
の読み聞かせだけでなく自分のためにも早速読
みたい」など満足いただけた様子であった。次
回を計画してほしいとの要望を受けて，これか
らもこどもコミュニケーション研究所では講座
を継続していきたいと考えた。
【参加者アンケートより】
・内田先生のお話は，子育て真っ最中の母親と
しても保育者としても深く考える内容でした。
特に我が子となると心に余裕がなくなり，強
制……とまでいかなくとも指示型になりがち
です。この状態とは私の心のゆとりに大きく
関係があると反省です。
・浅川先生のお話では，たくさんの絵本ありが
とうございました。もっともっと絵本のお話
を聞いていたい心地よい時間でした。ハグの
お話，子どもの幼稚園の先生にこんな話を伺
いました。1日の中でハグを1回でストレスは
30％軽くなる。1日のストレスと0％に近くす
るには30回のハグが良い。幼少期の子どもた
ちに，頑張る親子に，ぜひハグを！という話
でした。ハグくまさん，私も読んで実践して
みたいです。
・内田先生のお話を伺うのは初めてでしたが，
最初から最後までとても興味深いお話で，聞
くことができて感謝の気持ちでいっぱいで
す。5 歳の女の子の空に帰った星のお話もサ
イコー！！でした。女の子と男の子の性差も脳
の発達の違いや，種を残す女性の方がたくま
しいこともとても納得できることばかり。面
白かったです。先生の話されていることを頭
で考えているともう次の話題にいっていたの
で，ついていくのが大変でした。家に帰って
復習します。本当にありがとうございました。
・浅川先生のご本，どれも好きになりました。
じっくり手にとって読んでみます。流山の図
書館でまず探します。心が喜んでます。いい
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時間でした。
・「子育てにもう遅いはありません」
 保育士として子どもの保育をしてきた私。母
としてはどうだったかと反省です。今相談者
としても仕事の中で，若い子育て中の母親に
自信を持って“子どもと遊ぶこと”の大切さを
教えて挙げられると思いました。
・ベネッセの教材は娘が生まれたときから使っ
ているので，内田先生のお話はぜひ生でお聞
きしたいと思っていました。心にも頭にも響
くステキな講演で感動いたしました。改めて
帰ったら小 1 の娘を抱きしめて，一緒にたく
さん遊びたくなりました。毎日悩みの連続で
これでいいのかな？どうしたらいいのかな？
と考えてばかり，反省ばかりですが，子ども
本意の自由な保育園で育ち，元気で人を笑わ
せることが大好きで，いろんな言葉を使う娘
を少し誇らしく思いました（学校のお勉強は
目をつぶることにします）。ありがとうござい
ました。
・絵本は人生に 3 回楽しめる。本当にそうだと
思いました。小 1 の娘に読み聞かせをよくし
ていましたが，自分のためにも早速読みたい
本ばかりでした。ありがとうございました。
・働きながら4歳8ヶ月の男女双子を育てていま
す。とても大事な時期なのに間違った子育て
「強制型」」をしていることに気づけてよかっ
たです。心に矢が刺さりました。今日から３H
を肝に銘じて残りの子育て時間を楽しみたい
と思います。言葉遣いも気をつけます。また，
男の子と女の子の性差を踏まえて育児をした
いと思います。最後の締めの言葉，心に染み
ました！いい講座だったので，ユーチューブ
であげてほしい。気づきと学びをありがとう
ございました。次回も開催して欲しいです。
・4 歳の息子と 0 歳 10ヶ月の娘がいます。子ど
ものためにいろいろ考える日々ですが，様々
な情報に迷うことも多いです。本日の講演で
は何を大切にするべきか，たくさん教えてい
ただき，勉強になりました。
・幼児教育に大切な環境の要因として保育者の
資質によるものが多いと感じます。保育者に
対する教育などの必要性を感じるが，具体的
に各家庭に浸透するには時間，手間が掛かる
が，先生はどのような活動をされているか知
りたいです（本講座以外で）。
・今度小 2（男）と保育園年少（女）になる 2 児
の母です。息子の子育てに悩むことが多く，
何かのヒントをいただけたらという思いで，
参加させていただきました。仕事もしている
ため，子どもたちの話をゆっくり聞いてあげ
る時間があまりないと実感していましたが，
少しの時間でもきちんと向き合い，共有した
いと強く思いました。体も精神も発達が遅め
だと感じていましたが，男の成長はゆっくり
なんだということを常に頭に入れ，いまだに
抱っこを求めてきますが，できるだけ応じて
あげたいです。夜，寝る前によくおはなしづ
くりごっこをしていますが（一文ずつ交替し
てお話を作っていく）楽しくて好きです。子
どもたちの創造力を促すのに良いかと思い，
続けていきたいと思います。今回のタイトル
「子育てにもう遅いはありません」にひかれた
ので，もう少しお話を聞きたかったです。
・中学生女子と小学生男子の母です。2 人が幼
い頃，自営業をスタートさせ，夫婦で必死で，
子どもたちのそばにいる時間が少なかったと
反省しながら聞きました。共有型と強制型の
お話も興味深かったです。今一番したいのは，
家に帰って子どもたち（思春期入り口）と笑
いながら話をしたいなと思いました。絵本も
全部ゆっくり読みたいです。ありがとうござ
いました。
・仮説を立て，聞き取り等により事実をはっき
りさせていただき，納得しました。自分自身
が小さい頃から強制されるのがいやでやる気
をなくしたりしたのと同じだと思いながらお
話を聞いていました。2人の子どもが独立して
しまったので，自分の子どもには実践できま
せんが，いま子育てで悩んでいるお母さん方
の力になれるようなことができればいいなあ
と思います。教育は「人間への教育」という
のではなく「生きていくものすべてが関わっ
て，どう生かされるか，どう生きていくか」
視点を大きく，小さく持ってやっていかねば
と思いました。日々が学習の毎日です。一人
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ひとりが大事にされ，していく世の中にして
いかねばと思います。発達障害や精神病で差
別をすることなく，その子がのびのびと生き
ていく世の中でありたいと思います。男の人
たちにも聞いて欲しいし，見て欲しい会です。
・仕事をしています。保育園で広木克行先生の
講演会があり，その時に内田先生の調査され
た研究内容について話を聞きました。内田先
生の朝日新聞の記事も読み，いつかお話を
伺ってみたいと思っておりましたところ，今
回の江戸川大学公開講座を知り，申し込みさ
せていただきました。早期教育に対する熱は
流山でもここ近年高まっており，それは，不
安産業とも言える塾等の企業が利益を優先し
ている結果だと思うのですが，内田先生のよ
うにしっかりとした追跡研究で出された結果
を大変分かりやすく話していただくと，誰も
が納得できるのではないかと思いました。Iの
想像力の発達のお話は今まで子どもと接する
中で，どうしてかな？と思っていた部分がク
リアになり，改めて子どもの発達は待つこと
が大切と思いました。３H，ほめる，はげま
す，ひろげるを忘れずにいこうと思います。
本日はありがとうございました。
・私は普通の専業主婦ですが，もっともっと知
りたくなり，勉強したくなりました。今，3
歳10ヶ月の娘と0歳8ヶ月の娘がいます。習い
事，幼稚園の保育内容，家庭での接し方，自
分の考え方でとても悩んでいました。講座の
内容をもっともっと理解したいです。子ども
のためならがんばれます。自分が育ってきた
環境とは違う環境にしてあげたいのです。こ
れは発達心理学というのでしょうか。とても
面白いです。そして，自己分析も再度してみ
たいです。（自分の子育てに自信がないため）
今後，このような講座を見つけたら全て出席
したくなりました。
・絵本を自分のために買おうと思ったことはな
かったけれど，買ってみたくなりました。コ
ルチャック先生，悲しい本が読みたいです。
・大人の絵本もじっくり味わってみたいなと思
わせていただき，たくさんご紹介頂き，嬉し
かったです。本当にありがとうございました！
・浅川先生のお話ももっと沢山聞きたいです。
江戸川大学に行ってみたくなりました。きょ
う紹介いただいた本をこれから本屋さんで探
します。
・もっとお話を聞いていたかったです。私は現
在保育士を目指して大学へ通っています。保
育士を目指そうと思った理由は自分が今まで
生きてきて，保育園で過ごした日々が最も楽
しく輝いていたからです。私は自由保育とい
う環境の中でのびのびとすごくことができま
した。そのおかげで救われたことが本当に多
いです。今日の先生のお話にも強く共感しま
した。講座を終えて，学びたいという気持ち
が強くなりました。ありがとうございました。
・早期教育について，幼稚園・保育園の学力の
違いは気になっていたので，とても参考にな
りました。ありがとうございました。
（3）2017年度前期　第1回公開講座について
8 月 27 日（日）　9 時 30 分〜11 時 30 分
①	1時間目：村上涼　専門：臨床発達心理学
「子どもの思いやりの気持ちを育む心理学」
内容紹介：思いやりの気持ちは，人間の生ま
れながらの力と関係していることが分かって
きています。最新の研究について映像を使っ
て紹介しながら，どのように子どもが持つ生
まれながらの力を思いやりの気持ちへ育んで
いくかについて講義します。出席者の皆さま
と子どもの心理から，人間とは根源的に思い
やりを持っているのかまで考える授業にした
いと考えています。
②	2時間目：我謝美左子　専門：社会福祉学
「子どもの“語り”を聴く力を磨こう─共感─」
内容紹介：「できたこと」「できなかった」な
どに伴う「嬉しい」「悔しい」「悲しい」……
という感情を子どもの立場に立って受けとめ
てくれる大人がそばにいることが，子どもに
とって重要となります。そこで，子どもの身
近にいる皆さんが，子どもの語りや感情表出
を支えることができているかについて振り返
る機会となれば幸いです。
　2017年度は，流山市教育委員会の後援を受け
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て，市内各小中学校の各クラスに，講座案内ち
らしを配布するという広報活動を行った。また，
申込みをWebで行うようにした。その結果，講
座参加者は飛躍的に増えて 90 名定員を越えた。
【アンケート結果（回答者57名）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　どのようにして知ったか（複数回答あり）
大学HP4 名，市などのHPや広報 6 名，地域
新聞など 7 名，知人から 6 名，こくちーず2
名，　学校からの配布物30 名
そのほか　5名（生涯センターのチラシ，ニュー
スサイト内広報など）
②　講座の内容は
とてもよかった 32 名　よかった 22 名　
ふつう　2 名
【参加者アンケート自由記述より】
・普段いろいろ考えながら保育することが難し
いので，講座を通して振り返ることができた。
・子どもとのかかわり方を振り返ることができ，
気づきもありました。
・「傾聴」「共感」という言葉が心に響いた。
・しばらく保育の現場から離れていたので，改
めて勉強する機会になってよかった。保育の
現場にいた人はわかりやすかったかもしれな
いが，子育て中の父母には，少し難しかった
かも。
・子育てに生かしたいという内容だった。（5）
・発達の視点と共感について学べて勉強になった。
・現在の子育てに即生かせる，具体的な話がき
けて勉強になった。自分の子育ての悩みに参
考になった。
・自分では子どもの気持ちを聴けているとお
もっていたが，それは共感ではなく，同感し
ていただけだったことに気付いた。
・具体的事例が入った講義でよかったです。
・共感の大事さ，共感と同感の違いなど，自分
の関わり方を振り返るいい機会になった。
・共感，とてもいい勉強になりました。非言語
も大切だったと思いました。
・共感の難しさを実感できるいい機会になった。
・とても充実した内容でよかったです。前半の心
理学内容を踏まえての後半の講義というつな
がりがわかりやすくてよかったです。家庭・
職場でいかしていきたいです。
・非認知能力が土台となることはとても納得い
きました。現在の学習のみに力を入れる教育
に？が多かったので，これからの子育て支援
に役だてたいと思います。ロールプレイで“け
んたくん”をしたことで，子ども目線で話を
しましたが，自然と気持ちがでてきて，自分
でもびっくりしました。傾聴の大切さを感じ
ました。
・傾聴について実践的に学べてよかったです。
・育児の参考に思いやり行動をはぐくみたい。
・ロールプレイは良い体験だった。子育てに生
かしたいと思いました。
・もっと早く聞きたかったと思いました。もやっ
としていた疑問がきちんと整理された形で説
明されて，これからどうしたらいいか，少し
わかったような感じがします。
・非認知能力の大切さを知り，理解できてよ
かったです。後半は実践的な行動をしたので，
日々の生活にいかして，子どもとのコミュニ
ケーションをとろうと思いました。
・子どものことを考えて，口うるさく言ってし
まったけれど，子どものためを考えて，今日
から傾聴をがんばってみようと思います。
・思いやりの気持ち……赤ちゃんから思いやり
行動の萌芽があるというのに驚きました。
・もう少し時間がたくさんあればよかった。
・子どもと接する仕事をしているので，もう少
しつっこんだことをききたかった。
・対象者が広すぎたせいか，専門的すぎた気が
する。
・ロールプレイは抵抗があったが，最後に納得
できた感じがした。
③ 　今後，どのような内容のフォーラムをして
ほしいか
・親子で一緒に聴いてともに考えられる内容
・成長過程のフォーラム（家庭，家族，夫婦）
・小学生以降の心の動きや親のサポートの仕方。
思春期の親の対応
・専門分野の研究（きょうのように），それを子
育てにどう生かすか
④　あなたの年齢
20 代-2 名，30 代-18 名，40 代-28 名，50 代
-4 名，60 代-3 名，70 代-2 名
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